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堀内でございます。 本日第1部の講演者の坂本勝比古先生と、 第3部でお話される堀勇良先

生、 なにか質問があったら聞くことにしています。 堀先生なんかはもう知識の泉ですから、 す

ぐ答えが返ってきます。 今回、 発表させていただく中にもこのお二方の知識を借りております

ので、 ここでちょっと感謝申し上げます。

私に与えられたテ ー マですが、 日本に影響を与えたドイツ人建築家には、 皆さんご存知のブ

ル ー ノ ・ タウトがいますけれども、 ここでは時間のこともございますし、 デ ・ ラランデと関連

付けたいので、 およそ明治時代というふうに限ってのお話をさせていただきます。 私は大学院

の学生時代にドイツ留学をして、 ベ ルリ ：／工科大学に在籍しました。 この工科大学の前身があ

りまして、 そこに今回登場する人達が多く在籍しておりました。 私は、 そんなことは行ったと

きは知らなかったのですね。

実は、 ヨ ー ロッパのことを勉強したくて留学したわけですが、 向こうに行くと、 日本のこと

を聞かれるのですね。 それは、 当たり前っていったら当たり前ですが。 こちらには十分な知識
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がないってことに恥じ入るわけです 。 日本建築でちょっと話してくれませんかというのが一番

困る依頼だったのです 。 まあちょっと民家の話をしましたけれども。

それから、 2年間いると日本のことがやっぱり気になりました。 留学したのはもう4半世紀

前です が、 そのときになにか研究できないかなと思って、 お雇い外国人、 この人達をやろうと

いうことをドイツにいたときに感じました。 日本にいた時は全然興味なかったのです けれど。

それで、 ドイツのことをやりはじめました。 日独の橋渡しというか、 ああ、 それなら日本人が

やってもなんらかの貢献ができるだろうと思いましてね、 はじめた次第です 。

で、 今日の主人公のエンデとベ ックマンという人、 そしてその周辺をお話ししたいと思いま

す 。 実は、 こういう研究は、 堀先生と一緒に藤森照信先生という人がいらっしゃって、 研究を

やっていました。 だから、 私なんかもう研究やる余地がないだろうなと思いながら興味本位で

はじめると、 日本における足跡が分かっていただけで、 ドイツで何をやっていたのかとか、 ド

イツでどんな作品を建てていたのかという、 本当に基本的なことす らわからなかったというの

が、 4半世紀前の大体の状況です 。

これはドイツに限らず、 多くの日本に関係した建築家達もたぶんそうだったのだろうと思い

ます 。 そして、 今、 そういう研究が本当にす べて終わっているかというと、 やっばりそうじゃ

なくて、 今日のデ ・ ラランデもよく分からない人々の一 人ということになるわけであります 。

今後、 日本に足跡を残した人達の本国で、 あるいは帰国後ということも含めて総合的に評価し、

そして日本の業績は何であったのかなということを明らかにしないとこの研究は終わらないだ

ろうと思います 。 これはできたら坂本先生の生きている間にです ね、 私も少しでも明らかにし

て成仏していただけたらと、 今日思いました。 失礼しました。 で、 若気の至りもありましたけ

れども、 1989年に本を出しまして、 まあ、 それから随分経っちゃいましたけれども、 『明治の

お雇い建築家エンデ＆ ベックマン』 という単行本です 。 もし、 興味をもたれた方は、 井上書院

でこの本が出ております のでお求め頂ければと思います 。

デ・ ラランデのこと

私はこういう講演会す る度に何かです ね、 本邦初のことも言おうというサ ー ビス精神ござい

まして、 それで今日ちょっと一 つ持って参りました。 実は、 講演やってくれっていうのを、 夏

休み 前に受けましたので、 今年、 夏にドイツに行った時に、 デ ・ ラランデの足跡があるかなと

思って、 ベ ルリン工科大学の図書館で調べました。 す ると「ビスマルク塔設計競技案 (1897年）」

（図1)という、 彼が25歳の時でしょうけれども、 来日す る前の作品が一つありました。

ビスマルクは、 例 の政治家のビスマルクです が、 二百件近い応募案の中で、 実はこれ、 箸に

も棒にも引っかからなかった全く選外の作品です 。 で、 選外の作品がなぜ残っているのかなと

不思議だったのです けれども、 これ、 印刷出版されているのです 。 まあ、 選外になった人から
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図1 デ ・ ラランデ：ビスマルク塔設計競技案(1897
年） （Deutsche Konkurrenzen, VII-Band, 
Heft 8. No.80, Verlag von E.A.Seemann, 
Leipzig 1897) 

も一つぐらい入れてあげようかなという親

心で入ったのでしょうか。 こういう作品が

ありました。

塔ですからそうなのでしょうが、 上のほ

うに木造の展望台のようなものを置いてあ

り、 上のほうが少しですねシンメトリー を

むしろ避けたような、そういう設計案です。

で、 ー等案ちょっとご紹介するとね、 左右

対称 の、 先に坂本先生 が し き り に おっ

しゃっていたようなルステイカ（粗面）仕

上げですね。 上のほうにマチコレー ション

（突き出し狭間）を施した堂々たる左右対

称の塔、 これが当時いいと思われたー等案

であります。デ ・ ラランデ案のようにちょっ

と崩してね、 いろいろな木造の要素を入れ

る、 これは後の、 もしかしたら彼の作風に

なってくるのでしょうけれども、 早くも25

歳の頃に芽生えていたということですね。

彼の足跡は、 もう少しあるかもしれません

が、 とりあえずこういうのを探してきまし

た。 これは本邦初公開です。

こういうことからすると、 彼、 このまま

ドイツで建築活動しても、 あんまりうだつが上がらなかったかもしれなくて、 むしろ日本に来

てやったほうが見合っていたかなという思いをしております。

エンデとベックマン

さて、 エンデとベックマン。 二人で一人称というか、 二人 一組のような形で語られることが

多いのですが、 エ ンデが3歳年上でありまして、 この二人が共同でベルリンに建築事務所を開

くということで、 その名前をエンデ＆ベックマン、 通常エンデ ・ ベックマンというふうに略し

た形で言っております。 だから、 二人の業績を分かつということはなかなか難しいわけです。

今日のレジュメには、 エンデ＆ベックマンの所員達を中心に、 そのプロフィ ー ルをちょっとだ

け書いております。 先程の坂本先生の話の中ではリヒャルト ・ ゼ ー ルという名前も出てきまし

たが、 多少触れたいと思います。

-83-

― ” ― 



ヘルマン ・ エンデはベルリン工科大学

の教授を長らく務める傍ら、 事務所を開

くプロフェッサ ー ア ー キテクトですね

（図2)。 ベルリンで最初に建築事務所を

開いたのは彼らでありまして、 結局、 今

のプロフェッサ ー ア ー キテクトの原型み

たいな人です。

ヴィルヘルム ・ ベックマンのほうは、

そういうアカデミックな役職にはついて

おりません（図3)。 むしろ、実務的に、

例えば今 で も刊行 さ れ て い る「ド イ

堀内 正昭

図2 ヘルマン ・ エンデ 図3 ヴィルヘルム ・

(1829~1907) ベックマン
(Berliner Ar chi- (1832~1902) 
tekturwelt, 1908) (Zeitschrift for 

Bauwesen, 1903) 

チェ ・ バウツァイトウンク」という雑誌がありますが、 それを発刊しようとした創設者の一人

であり、 それから、 今もありますけれども、 ベルリン建築家協会ですね、 ここで長らく活動し

て一時期はそこの会長を務めるというふうに、 そういうアカデミック以外の仕事としての影響

力がありました。 こういった二人が結びついたところに実は彼等の成功の秘密があったという

ことでございます。

大体150件以上の設計をしております。まあ、それは決して多いわけではありませんけれども、

十分な仕事量だったと思います。 で、 彼等は、 特にエンデの方かな、 長者番付に載るくらいに

ベルリンで成功しました。 そういう人を日本が招いたということは、 まあ、 数あるお雇い外国

人の中でもヒットだったと思っております。

これはエンデ ・ シュトラ ー セです。 ベルリンの西方にヴァンゼ ーというところがあって、 そ

の辺りに地所を持っていたこともあり、 そこにエンデ通りというのがあります。 まあ、 ちいつ

ちゃな小道で、 べつに潰洒な建物も立ってないようなところですけれども。 それから、 同じよ

うなところなのですけれども、 ベックマン橋。 これは1976年にかけ直されていますが、 名前は

そのまま残されています。

彼等はたくさん設計しているので、いくつか紹介します。 プロイセン土地信用銀行（図4)、

18 70年代です。 それはドイツが統一されたビスマルクの時代ですね。 ちょうど経済的には、 バ

ブルの時期に当たってきます。 いろんな会社が乱立するっていうことで、 グリュンダ ーツァイ

トといわれる時期なので、 様々な会社が設立されていく。 特に銀行なんかはその中でも代表的

な存在で、 彼等は計9つの銀行建築を引き受けるというふうに、 時代の寵児みたいな感じなの

ですね。
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プロイセン土地信用銀行（1871~74) (Milde.K.. Neorenaissance in der deutschen Architektur 
des 19. J ahrhunderts, Dresden, 1981 (Verlag der Kunst)) 

歴史主義

こういうスタイルというのは、 19世紀の後半、 歴史主義という言い方をするのが一番楽なの

ですけれども、 様々な過去様式を採用するということです。 そのときには、 新古典主義であろ

うが、 ゴシックだろうが、 ルネサンスだろうが、 どれかを上位とする考え方ではなくて、 その

建物に相応しいなと思われた様式を建築家が取捨選択する、 時には様式が混ざることもありま

すけども、 そういう過去様式との向かい方ですね、 それを歴史主義といっております。

プロイセン土地信用銀行は、 全般的にはルネサンスのデザイン。 少しですね、 張り出し部分

を設けた点において、 ちょっと押し出しの強さを示しておりますけれども、 まあルネサンスの

リバイバルです。 次に動物園、 実は動物園というのはおもしろい対象なのです。 ベックマンは

終生、 動物園協会にいまして、 まあ、 最後は会長にまでなるくらいに動物園が好きだったよう

ですね。 で、 実はね、 ベックマンの玄孫ぐらいの人に、 私はかつてベルリンでお会いしたこと

がありまして、 晩年は動物園に行って、 子ども達にあめ玉をあげるのが好きだったというよう

な、 そういう話を聞いております。

次は象舎（図5)、

頭において考えておりますけれども、インド象ですね。インドから何をとってくるかというと、

これも歴史主義と関係しております。 つまり、 象、 ここではインドを念
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図5 ベルリン動物園
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象舎 (1873) (Landesbildstelle Berlin) 

ヒンズー教の寺院をもってくるということです。まあ、動物園は一つの見せ物ですけれどもね、

こういうのも19世紀後半の広い意味での歴史主義の産物です。 これはベルリンの目抜き通りの

ウンタ ー ・ デン ・ リンデンに開業した喫茶店カフェ ・ バウア ー です（図6)。 まあ、 ちょっと

ごてごてしたスタイル、 それからマンサー ド風の屋根。 こういうのを歴史では第二帝政式とい

う言い方をしまして、 19世紀の中頃以降、 パリを中心にして流行るスタイルで、

来ています。

こういうのが

つまり、 時々の時代に敏感に対処している。 これは、 民間で建築事務所を開いていたってい

うこととも関係しているのでしょう。 そういう意味で、 こういう人達を呼ぶということは、 日

本に歴史主義といったものを、 紹介するということになってくるわけです。

これは民族博物館（図7)。 実は戦後しばらく残っていまして、 今のように保存運動がさか

んだったなら残った価値のある建物だったのですが、 壊されてしまいました。 角を利用して、

少し押し出しの強さでネオ ・ バロック調のデザインになりつつあるかなというところに抑制を

きかせたような建物です。 これは、 デッサウ。 昔はアンハルト＝デッサウと呼ばれましたが、

皇太子の宮殿として建てられたものです（図8)。 これも第二次大戦でなくなってしまいまし

たけれども、 日本に今残っている法務省の建物、 これに一番近い建物です。 そのまま持ってき

たかなというような建物でございまして、 紹介しておきます。
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喫茶店カフェ ・ バウア ー (1876) (Landesbildstelle Berlin) 

図7 民族博物館（1880~86) (Landesbildstelle Berlin) 
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図8 アンハルト・デッサウの宮殿（1883~86) (Deutsche Bauzeitung, 1886) 

それから、 ベ ルリンのブラ ンデンブルグ）+I議会の建物です。 敷地の制約もあって奥行きのあ

る建物で、 多少フラ ンスの第二帝政式も見えますが、 割と抑制のきいたルネサンスのリバイバ

ルです。

官庁集中計画

こういう作品を設計している人達を日本に招くわけです。 日本に堂々とした建物を建てる、

それは日本が幕末に結ばされた不平等条約、 それを改正するためなのです。 特に外務大臣の井

上馨、 この人が自ら建築局をつくりまして、 それで官庁建築を造ろう、 そのためにそれに相応

しい建築家を呼ぽうということです。 最初はジョサイア ・ コンドルに設計案を作らせましたけ

れども、 どうも気に入らなかったらしくて、 彼等を呼ぶことになります。

呼ぶに当たっては、 やっぱり橋渡しをする人がいたわけでありまして、 松ヶ崎萬長です。 こ

の人、 堀さん、 後で言ってくれるかどうか分かりませんが、 彼はベルリン工科大学に留学して

いました。 エンデがそのとき教えていましたから、 松ヶ崎が帰国後、 井上馨がつくった臨時建

築局に入局した時に、 ドイツだったらこういう人がいるということをサジェッ ションした可能

性が十分にあります。

で、 ベックマンが1886年、 明治19年に来日しまして、 2ヶ月の間にいろいろな事をします。

官庁集中計画案と呼んでいます。 この計画では、 皇居、 それから霞ヶ関、 日比谷、 上の方には
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築地があるというような地形ですけれど

も、そこに道路網を配しています（図9)。

当時、 19世紀の後半で有名な都市計画は、

パリとウィ ーンです。

これは1860年代に、 ベ ックマンが自ら属

している建築家協会で、 パリの報告をした

とき につかったダイヤグラムです（図

10)。 こういうふうに大きく東西南北を貫

くような大通り、 交差点に放射状に集まる

道路、 それから環状道路があります。 こう

いったものを彼は紹介しております。 こっ

ちはウィ ーンの改造計画で、 リンクと呼ば

れるのがこの通りですね。 ここに市壁が

あったわけですけれども、 それを取っ払っ

て、 その跡地に公共建築や官庁、 美術館な

どを建ち並べていく。 これはパリに比べれ

ば、 建物が道路にゆったりと建ち並ぶよう

な、 そういう計画をしております。

それでベ ックマン案をみると、 中央の大

通りを放射状に集まる道路の

／三氣
図9 ベックマン：官庁集中計画(1886)（石田頼

房編：『未完の東京計画 実現しなかった計
画の計画史（ちくまライプラリ ー 68)j（筑
摩書房、1992))

起点としまして、 パ リ型の道

路計画 をしようとしていま

す。 それからね、 実はこの計

画はもっと 大きかったよう

で、 環状道路を通そうとした

後がありまし て、 ずっと本郷

あたりまでいったらしいです

ね。 残されているのは、 そこ

までの図面ではありません

が、まあ、 こ ういう観点から、

当時の二大都市パリとウィ ー

ンの計画を東京に持ってきた
a Arc de l'Etoile b Rond- Point c. Pl. de -la Concorde. 
d. Pl. du Louvre. • Pl. du Chfttelet f. Pl. de la Bastille. 

というふうなことになりま

す。西洋式の都市計画は、 日

Die punktirten Stra知enzUge •ind projectirt und in Auafl,\hrung begrlffen. 

図10 パリ都市計画のダイヤグラム(Zeitschrift fi.ir Bauwesen 
1868) 
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堀内 正昭

本ではこれが最初の案ということになります。

もっとも、 明治 5 年 (1872) からウ ォ ートルスがつくったあの銀座煉瓦街なんかを、 どんど

ん破壊していますから、 これで計画が実行されるはずもなくて、 実は、 ベックマンの翌年に来

日する ジ ェ ー ム ス ・ ホ ー プ レ ヒ トという人ですね、 その人がこの案を非難しまして、 これは夢

の計画になりました。

ただ、 ち ょ っと興味深いのは、 ここの国会議事堂の位置です。 議事堂前の大通りとこの位置

はベックマン案に指定された通りの場所に、 これだ けは変 わっていません。 実は、 この国 会議

事堂の敷地が閣議で決まったのは、 明治20年 (1887) の 4 月 とされているのですね。 ベックマ

ン案はそれよりも前の計画ですから、 ベックマンの考 え方がそのまま敷地の選定にもつ な がっ

たと思います。

ベ ッ ク マ ン の 『 日 本旅行記」

ここに松 ヶ 崎萬長が写っておりまして （ 図11) 、 ベックマンがニ ヶ 月 いた間、 ずっと ア シス

タントの役割を果たしています。 これは、 箱根を旅行中のものでありまして、 彼は、 西は神戸

から東は 日光まで、 時間があれば旅行をしています。 何のためかというとね、 も ち ろん 日本建

築を見るということもありますが、 石や煉瓦といった実際に建築材料になるものを探しながら

行脚している、 そのー場面です。

図1 1 箱根旅行中 のベ ッ ク マン （右 に松 ヶ 崎萬長） （Bockma皿， W., Reise nach Japan, 1886 （東京大
学藤森照信研究室所蔵） ）
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日 本に影響を与えたドイツ人建築家たち

実は この今の写真はベ ックマン が帰 国 後す ぐに出した 『 日 本旅行記』 からのものです。 これ

は私家版なので、 世界に何冊 も な いという ものです。 確か これね、 堀 さ んが神 田で探 されたの

ですよね。 これが藤森研究室にあ って、 ドイ ツ 語で書かれているので誰 も 読 む 人がいなくて、

死蔵 さ れていたのですね。 で、 私が藤森先生のと こ ろに行 って、 こ んな研究がやりたいのです

と言 っ たら、 いの一番に こ れ読 め って言われまして、 え ー こ んなんある んですかと言 って、 そ

れで読みました。 これで研究が飛躍的に進みましたので、 まあ、 も と も とそれを発掘 された堀

さ んの功績という こ とでご ざいます。

日 本人建築家の ド イ ツ研修

ベ ックマン が明治19年（1886) に来 日 して、 帰 国に際して 日 本人の建築家や職工を計20人、

ドイ ツ 留 学を さ せたいっていう こ とを 申 し 出 る わけです。 一 部の人につ いては、 ベ ックマン が

直接払うというように相 当 熟を入れまして、 20人が渡独します。 でそのときにね、 最初の宿に

したのが このベ ックマンの自 邸兼 ア ト リ エです。 実はこ こ 、 今 さ か んにベ ルリンで開発が進 ん

でい る ポ ツ ダム広場とライ プ ツ ィ ヒ 広場、 そ こ から一本北の道にな お現存しています。

要するにー等地に 自 宅を構 えていましたから、 大変な お金持 ち だ っ たのです。 この辺りは、

ナ チ ス 時代の官庁街、 総統官邸があ っ たと こ ろで、 徹底 的に爆堅 されたはずなのですが、 な ぜ

か奇跡 的に残 ってい るのですね（図12)。 で、 この建物を数年前に見学しました。 空屋ですか

らな かな か見学するのは大変でしたけれど

も 、 これだけがぽつ んと残 っているのです

ね。 で、 こ っ ちとしては、 い つ まで残るの

かとか い ろ い ろ 心配しまして、 今 も 少し心

配なのですけれども 。 どうやら このライ プ

ツ ィ ヒ 広場の近くの都市計画ではこの建物

の高 さ が適用 されて、 なんとか残る という

ような 状況で ご ざいます。

こ の建物 に 日 本から来た人達がしばらく

滞在 しています。 最初は ドイ ツ 語を学 び、

そ して こ こ から職エ さ ん達はそれぞれの専

門 職にしたが って、 エン デ ＆ ベ ックマンと

関 係のある 会社に、 修業、 見習 いに行くと

いうような こ とをしています。 それから、

後で出てくる でし ょ うけれども、 3 人の建

築家、 河合浩蔵、 妻木頼黄、 渡邊譲、 この
図1 2 現存 す る 旧 ベックマン 自 邸（1886) （筆 者

撮影）

- 91 -



堀内 正昭

人達は建築家として行っ ていますから、 それぞれこのアトリエの中で、 ときにはドラ フトマン

として仕事をしていた。 そういうような関係で、 実はこれ、

く 大事な建物なのですね。

日独の建築交流にとっ てものすご

で、 そういうことをドイツ人に聞いても誰も知らなかっ たのです。 知らないのはやっ ぱりこ

の建物の価値 っ ていうことに関係するので、 もう行 く 度に私は、 これは大事なのです大事なの

ですっ て言 っ たら、 最近では、 割とそういうことも知られるようになりました。 将来は、 これ

まだ使い勝手が決ま っ てないのですけれども、 一つの 区画でも部屋でもですね、 日 独の 交流セ

ン タ ー みたいなことで活用されると、 これ以上幸せな活用方法はないかなと思っ ています。 雨

漏りはしていますしね、 落書きはされていますけれども、

ます。

ぎり ぎりインテリアも残されており

エ ン デ ＆ ベ ッ ク マ ン建築事務所

エンデ ＆ ベックマン建築事務所にはい っ たい何人 く らいいたのだろうかなと、 色 々 調べたら、

20人近 く いただろうと思います。 これは事務所 の 所員 た ち の 写真です（図13)。 日本人建築家

の河合、 妻木、 渡邊がいて、 来 日 したドイツ人建築家はここにはち ょ っ と見当たらないのです

が。 例えば河合浩蔵、 彼自身 の言葉によりますと、 彼は司法省 の設計をここでやっ たというこ

とです。

図 1 3

日2鬱鬱三
エンデ ＆ ベ ックマン建築事務所の所員 （ 日 本建築学会図書館所蔵）
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日 本 に 影響 を 与 え た ド イ ツ 人建築家 た ち

そ の司法省の主任建築 家がエ ドガ ー ・ ギ ー ゼ ン ベ ルク、 この写真のど真 ん中にい る人です。

この関係で一 つの計画 をする。 渡邊は裁判所をやりました。 裁判所はこのア ドル フ ・ ハ ルトゥ

ンクとい う人が設計主任 で、 彼のア シ スタ ン トをします。 で、 妻木は議事堂をやります。 議事

堂のほ うはパウル ・ ケ ー ラー とい う人が主任 ですけども、 ここには写 ってい ません。

これらの所員 達のなかで、 このギ ー ゼ ン ベ ルク、 ど真 ん中にい ますから、 なかなか有 能 な人

だったと思い ますけれども、 40 代でもう死 んじゃうのですね。 そ れから、 国会議事堂 を設計し

たケ ー ラー とい う人も早 く死 んでい ます。 まあそ れは、 たまたまかもしれませんが 、 そ れだけ

日 本で請け負 った仕 事量 、 これが建築 家の命を縮 めたのかもしれない なあと私なんか思い ます。

まあそ れだけ、 この事務所は、 総力 をあげて官庁 集中計画 に取 り組んでい たのかなとい うふう

に思ってお ります。

諸官庁建築案

明治20年 (1887)、 今度は、 エ ン デ、 ホ ー プ レ ヒ トやそ の他 の人達が来日 します。 そ のとき

に持 参した印刷図面等が 残ってい るわけです。 これは全体を俯諏 したパ ノ ラマです （図14)。

そ れからこれが 、 ケ ー ラー が設計しました国会議事堂案 （図1 5)。 これは大きな着彩 図 面 で、

横 2メ ー トル超えるような図面 です。 これは警視庁 案 （図16)。 ドイツのル ネ サ ン スのリ バイ

バ ル ですね。 これが東京裁判 所 案 （図17）。 これもル ネ サ ン スにネ オ ・ バ ロ ッ クをちょっと加

味したような堂 々たるデザイン です。 ほ ぽ 、 まあこうい うのに従って東京裁判所は着工 されま

す。

図 1 4 官 庁 集 中 計 画 ： ① 司 法 省 ② 国 会 議 事 堂 ③ 皇 居 (Technische Universitat Berlin, Univer­
sitatsbibliothek, Plansammlung) 
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堀内 正昭

図15 国会議事堂案 (Technische Universitat Berlin, Universit註tsbibliothek, Plansammlung) 

図1 6 警視庁案 (Technische Universitat Berlin, Universitatsbibliothek, Plansammlung) 

これでおもしろいのは、 中央の待合室が吹き抜けで、 第一審、 第二審、 第三審の各法廷がそ

の周りに三角形状に並んでいるのですね。 だから、 非常に明確なプロ グ ラ ム を して設計してい

ます。 これは、 国会議事堂案でもそうなのですけれ ども、 こういうのが、 彼等が 日本に残 した

計画です。 同 時代の他の建築家の 図面に比べ、 非常に明瞭なプ ラ ンニン グをしています。 当 時

の 日本にあっては外交上大事な建物ですね。 要するに単に、不平等条約の改正向けではなくて、

日 本人向けにもね、 この建物は三審制のある建物であるということを プログ ラ ム 上 明 瞭に見せ
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日 本 に影響 を 与 え た ド イ ツ 人建築家 た ち

図 1 7 東京裁判所案 (Technische Universitat Berlin, Universitatsbibliothek, Plansammlung) 

図 1 8 司法省案 (Technische Universitat Berlin, Universitatsbibliothek, Plansammlung) 

て い ま す。 実 は 、 こ ん な 計画 し て い る 裁判所 は世界で こ れだ け し か あ り ま せ ん で し た 。

こ れ は 、 ほ ぼ こ れ に 従 っ て 着 工 さ れ た 司 法省 （ 図 18) 。 今 は 法務省 と 名 前 を 変 え て い ま す。

首相官邸 （ 図 19） 。 こ れ は、 イ タ リ ア の ル ネ サ ン ス で す ね 。 で、 皇居案 （ 図20） 。 こ れ は も う 堂 々

た る ネ オ ・ バ ロ ッ ク です。 結 局 、 ま あ 、 そ の う ち 実行 に 移 さ れた の は 2 件で、 国 会議事堂 は 木

造 の 仮議事堂 で竣工す る と い う ふ う に 、 ほ ん の わずか な こ と に な り ま し た け れ ど も 。
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堀内 正昭

図1 9 首相官邸案 (Technische Universit註t Berlin, Universitatsbibliothek, Plansammlung) 

図20 皇居案 (Technische Universitat Berlin, Universitatsbibliothek, Plansammlung) 

こういった様々な 図案が、とにかく 日本に来る。 で、 日本の高官達が見る。 とりもなおさず、

ドイ ツ で留学した人達がそれらの下働きをしていますから、 そういう人達が本格的に当時の一

流の歴史主義様式というものを会得して 日本に帰ってきます。 まず、 そこにエンデ ＆ベックマ

ンの及ぽした影響というのが認められます。
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日本に影響を与えたドイツ人建築家たち

法務省 旧 本館 （ 旧 司 法省） と サ イ ンの意味

これは実際に完成した、完成というよりも未だに残る司法省、現法務省 旧本館の建物です（図

21 ） 。 これは裏側から見ています。 旧 本館は、 平成3年 ( 1991 ) から 5 年かけましたかね、 復

原を 目 的にした改修工事を行いました。 で、これはその図面 ですけれども（図22） 、ここにリヒ ャ

ルト ・ ゼ ー ルというサインがあります （図23) 。 ゼ ー ルが、 この司 法省、 今の法務省の建物に

関係していることが分かります。 1893年3月 、 東京と書いてありますね。 それから、 元 々 の設

計主任であったのがギ ー ゼンベルクです。 彼は、 実は来日しても良かったのですけれども、 病

弱のため ついに果たせなかったのです。 その間 、 ベルリンから一生懸命図面 を書いては送ると

いうふうにして、 この法務省の設計に携わっています。 この図面 にはgez. Ende & Bockmann, 

Giesenberg, Berlin, 20. Jan. と書いてあ ります （図24, 25) 。 1888年 1 月 20 日 、 エ ン デ＆ベック

マン、 ギ ー ゼンベルク、 ベルリ ン です。

実はね、 最近気が付いたのですけれども、 この署名のうちのgez、 これはゲツ ァ ィ ヒ ネ ット

gezeichnnetの略だと思いますが、 たぶん、 ギ ー ゼンベ ルク署名という意 味でしょう。 なんで

そういうことにこだわるかというと、 実はね、 ヘルマン ・ ムテジ ウ スという、 この人20代で、

エ ンデと共に来 日 して、しばらくいた人ですけれども、この法務省の一 図面 に彼のサインが入っ

て い る の で す ね （図26) 。 こ れ は ム テ ジ ウ ス と 確 認 で き る 唯 一 の 図 面 なのですが、 ges. 

.
 
"̀

 

図21 法務省 旧本館 （旧司法省 ， 1888~95) （箪者撮影）
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図22 司法省 中央棟屋根架構図 （神戸市役所所蔵）

Muthesiusと 署 名 し ている（図27) 。 ｀ つ
し 、一

では、 GEZではな く てGESなのです。 これ

は、 ゲゼ ー エンgesehenの略だと思うわけ

です。 ゲゼ ー エンになるとね、 閲 覧すると

いう意味なのです。 そうなると、 先 ほ どの

ゲ ツ ァ ィ ヒネットの略と ちょっと意味が

図23 ゼ ー ル の署名 （神戸市役所所蔵）

違ってきまして、 既に誰かが書いた 図面を、 まあ、 とりあ え ず ム テ ジウスなる人が見たという

ふうな意味に変わってきます。
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日本に影響を与えたドイツ人建築家たち

  

ム テ ジ ウ スは、 ドイツ 福音教会 ( 1895~

97) とも う 一つ新教神学校 ( 1890) を残し

ておりますが、 ど ちらも大震災と第二次世

界大戦で残っておりませ ん。 まあ、 今 日 最

初に話しがありましたデ ・ ラ ラ ンデとは、

僅かな時差です。 要するにセセッシ ョ ンの

時代、 先の坂本先生の話によると、 そ う い

う 活動が世紀末の ウ ィ ー ンなり ミ ュ ンヘン

なりで起こって き ますけれ ども、やっ ばり、

それ以前は相変わらず歴史主義の作風なの

ですね。 だから、 こ う した歴史主義の人達

とデ ・ ラ ラ ンデとはですね、 そこで違って

くる。 1897年、 あるいはそれ以 降と前とは

作風が違 う のだなとい う ことが、 今 日 聞い

ていて分かりました。 で、 ム テ ジ ウ スの専

売特許案は ( 1887年頃） 、セセッシ ョ ンとか、

図24 ギー ゼンベ ル ク 署名 入 り の 図面 （ 司法省） （神 そ う い う 範囲に入る建物ではなくて、 むし

戸市役所所蔵） ろ、 ルネサンス的な歴史主義様式だとい う

ことになります。

それから、 ハインリ ヒ ・ メ ン ツ 、 この人

はベックマンと 一 緒に来た人でありまし

て、 この人物についても何にも分かってな

いのです。 ドイツ のことでよ う やく一つ分図25 ギー ゼンベ ル ク の署名 （神戸市役所所蔵）

今まで気が付かなかったのです けれ ど

も、 ム テ ジ ウ スは確かに法務省に関与した

のだろ う なとは言われていますけれ ども、

こ う い う ことからするとね、 積極的に図面

を書いたのではなくて、 たまたま見るとい

う 様なそ う い う 関与の仕方かなと、 まあ、

ここ 2 、 3 日 ですけれ ども考えております。

様式の節 目

かったのは、 1861年に生まれているとい う
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図26 ム テ ジ ウ ス 署名 入 り の図面 （司法省） （神戸市役所所蔵）

図27 ム テ ジ ウ ス の署名 （神戸市役所所蔵）
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日 本 に影響 を 与 え た ド イ ツ 人建築家 た ち

ことです。 で、 この帝 国ホ テ ル の図面 はちょっと線が消えかけていますが （図28)、 かろうじ

てメ ンツのサインがあり、 1886年12月 東京 と書いてあります。 やはりネ オ ・ ル ネ サンス様式 で

す。

煉瓦製造

次に、 ドイツからの影響を受けたということでは、 煉瓦製造において一 つ大きな功績があり

ます。 ベックマンは日 記の中で、 日本については、 まだまだ煉瓦の製造工程 や質は良くないと

いうふうな ことを書き、 彼が滞 在中に新 しい煉瓦製造工場を建てることを政府 に提 言します。

それで、 政府 も早 く動 きまして、 明治20年 (1887)、 埼玉県の深谷市 、 当時は、 上敷免村 と呼

んでいましたけれども、 そこをはじめとして、 栃木県 でもそうですけれども、 ホ フ マン輪窯 と

いうものを建てていく。

その後、 全国に建ちまして、 50 基以 上のホ フ マン窯 が活動 します。 その端緒をつけたのは、

ベ ッ クマンの提 言からだとされています。 今4 基 ぐらい残っているということです。 そのうち

の一 基が深谷市にあります。 それは、 輪 のような状態 で一 周 させまして、 煉瓦をそ れぞれの房

と呼ぶところに積み 上 げる。 で、 仕切 りを仮設に建てて、 一 つの房 を燃焼 させる。 上の方から、

9••0 .' i,.;: + i · ! · 叶：44丑• か一ー·`` ―·—• \• • • •  t ·  
． ；  

図28 メ ン ツ 設計 ： 帝 国 ホ テ ル案 (1886) （ 日 本建築学会図書館所蔵）
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堀内 正昭

石炭の粉を入れながら、 その火力を増す。 そして、 どんどん、 どんどんと、 それを隣の房に移

していって一端つけた火種を絶やさずにする。 それで、 かなり向こうに火が行った時には、 す

でに焼き上がった煉瓦を取り 出して、 また新しい煉瓦を入れて、 次一周して く るまで火を待っ

ているというふうに、 一 度火をつけたものを、 ずっと燃やし続けて製造する。 つまりそういう

ふうな連続の製造を可能にしました。

結局ここで働 く 人達は、 3 交代制でやっていましたから、 大変だったでし ょ うけれども、 煉

瓦の製造の生産量を上げること、 それから、 いままで手抜きでやっていた煉瓦を、 機械、 つま

り ピア ノ 線なんかで切るというふうに、 機械工程に変えてい く っていうことを、 この時にしま

した。 だから、 それ以前と以後ではですね、 まあ、 煉瓦っていうものも、 基本的に変わって く

る。 そのきっかけをベックマンがつ く った、 これは、 まあ非常に大きな功績です。

ド イ ツ積み

煉瓦にはご存知のようにフラ ンス 積み、 イギリス 積みっていうのがありまして、 あと、 イギ

リス 積みを ち ょ っと変形したオラ ンダ積み、 それからア メ リカ積みとか、 さらに小 口 積み、 こ

れ、 別 名、 日 本ではドイツ積みと呼んでいます。 つまり、 煉瓦の小 口 面だけを見せて仕上げる。

で、 このドイツ積みも、 彼らが建てた建物がやっぱり規模が大きかっただけに、 宣伝力もあり

ました。 後に辰野金吾なんかも小 口積みが多いですね、 東京駅を代表として。

だから、 そういう意味でも、 フラ ンス 積み、 イギリス 積み、 そして、 ドイツ積みと 日 本で呼

ばれる小 口積みですけれども、 煉瓦造の中ではきちんと一角 を 占めるような、 そういう建物を

エンデ＆ ベックマンは残してい く っていうことになりました。

なお、 小 口 積みっていうのは、 これ一枚はずしてしまえば、 中はイギリス 積みで造っていた

りします。 したがって、 化粧煉瓦というような、 特別に焼いたものですね、 そういうのを最終

的に仕上げに使ってい く っていう意味で、 これまで構造と意匠が一緒であった煉瓦積みに対し

て、 また違う見せ方、 作り方っていうことを提案したことになります。

法務省 旧本館の復原

その法務省の建物の復原改修工事を、 平成3 年 (1991 ) から行いました（図29) 。 写真の上

が復原前のもので、 第二次大戦で、 屋根、 そして床が焼け落 ちたのですね。 改修工事をしてこ

の状態で使っていましたけれども、 つ いに雨漏りもするようになってきたのでいっきに復原し

ようと、 で、 元に戻したのが下の姿です。 今東京駅も、 現在の状態から創建時のものに変えよ

うとしております。

まあ、 法務省の復原が本当にこれで良かったのかということは、 常にこういう歴史的な建物
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日 本に影響を与えた ドイツ人建築家た ち

図29 上 ： 改修前 の 法務省 旧 本館， 下 ： 復原改修後 （筆者撮影）

の復原 とい うことにはついてまわりますけれども、 このときは、 もう、 い けいけどんどん、 復

原 ありきで何十憶 も税金 を 使 っ て元 に戻 しました。 で、 中も復原 しております。 ここは隣 に地

裁があり、 向かい に警視庁 が ありますから、 随分いかめ しいですね。 門 番 もいます。 しかしこ

こは訪問 できますから、 一 度 、 警視庁あたりに、 警視庁に行かなくてもいい です けれども、 あ

の界隈に行っ たときはどうぞお寄 り下 さい 。 無料です。
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堀内 正昭

防火床

それから、 法務省旧本館の復原工事を通

じていろいろなことがわかりま して、 これ

は ヴ ォ ールト煉瓦床と名付けています（図

30)。 ここは 旧本館の中央通路ですが（図

31)、こういうところの天井面を煉瓦で造っ

てい く 。 これはある種の防火床で、 法務省

旧本館に積極的に採用されま し た。 この防

火床と してのヴ ォ ールト煉瓦床は、 旧本館

以前にも例はありますが、 この法務省の建

物において、 は じ めて本格的に使われたと

いう意味では、 慮矢と し てよいものだと

思っております。 で、 その一部が中央通路

に入ると、 そのまま生の形で残 し ておりま
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図30 ヴ ォ ー ル ト 煉瓦床 ： 法務省 旧本館 （筆者作図）

す。

ここでは レ ールを梁に して、 煉瓦をアー

チ状に組み合わせています。 非常に緩やか

なア ー チ で、 こういうのを プ ロイ セン式

ヴ ォ ールト天井というふうに言っていま し

て、 同 時代の ドイ ツ で結構普通に見られる

防火床です。 ただね、 防火床と してちょっ

と難点があります。 ここでは鉄の レ ールを

そのまま見せているので、 さらにこの レ ー

ルを煉瓦等で被覆 してあ げるとね、 防火床

と しては完璧なものになります。 こういうのも、 まだ同時代の ドイ ツ に見られた構法です。 こ

の種の構法は結構長い間、 鉄筋 コ ンク リ ートに取り変わるまでは、 防火床と して使われ続けま

図31 法務省 旧本館 の 中 央通路 （筆者撮影）

す。

碇聯鉄構法

これは碇聯（ていれん） 鉄構法と呼 びます（図32)。 煉瓦壁を積上 げてい く 途中で、 煉瓦壁

に平べったい帯鉄（お びてつ） を入れます。 煉瓦壁の コ ー ナ ー や壁が交わるところには丸鋼（ま

るこう） と言って丸い断面をもつ鉄を縦に差 し 込みます。 そ してまた煉瓦を積んでい く 。 これ
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日 本 に 影響 を 与 え た ド イ ツ 人建築家 た ち

図32 碇聯 （ て い れ ん ） 鉄構法 (The 図33 法務省 1日本館工事中 の帯鉄 （株式会社大成建設提供）
Japan Weekly Mail ,  June 30, 
1894) 

を 階毎 に 入 れ る こ と に よ っ て 、 耐震で す ね 、 耐震構法 と な り ま す。 こ れ は、 ジ ュ ー ル ・ レ ス カ

ス や ジ ョ サ イ ア ・ コ ン ド ル あ た り が始 め た ら し い です け れ ど も 、 ま あ 、 本格的 に 採用 し た か ど

う かが き ち ん と 分か る の は 、 こ の 法務省 の 建物 で あ り 、 同 じ 時期 に建て ら れ た 東京裁判 所 だ っ

た よ う です。

こ れ は 実 際 の 工事 中 の 写真 で す が、 帯鉄が入 っ て い ま し た （ 図33) 。 こ こ で は 丸鋼 が抜 け て

い ま す け れ ど も 、 40~50セ ン チ の長 さ の 丸鋼が入 っ て い ま し た 。 こ れが、 外回 り と 主要 な 間仕

切 り に全て 入 っ て い ま し た 。 こ の お か げで、 大霞災に も 耐 え る と い う こ と に も な り ま し た 。 実

は大喪災で、 煉瓦 っ て い う の は弱 い っ て い う 評価が下 さ れ ま し た け れ ど も 、 そ れ は 、 こ う い っ

た し っ か り し た構法 を も っ て い な い か、 煉瓦 目 地 に モ ル タ ル を か な り 石灰分の 多 い も の で使 っ

て い た 煉瓦造 に つ い て は 、 確 か に 弱 い の です け れ ど も 、 目 地 の セ メ ン ト の比率 を 高 く し 、 碇聯

鉄構法 を 使 っ て い た 建物 は ですね、 大丈夫だ っ た 。

ド イ ツ小屋

さ て 、 今度は屋根に つ い て です。 ド イ ツ 小屋、 こ れ は は じ め て 聞 く 人がい る か も し れ ま せ ん 。

現在の建築 の 世界で は 、 全 く 死語です。 し か し 、 明治か ら 大正時代 に は こ の 呼 び方が さ れ て い

ま し て 、 私 は こ の 死語 を こ こ 数年復活 さ せ よ う と 考 え て い ま し て 、 ど う ぞ、 今 日 お 聞 き に な っ

て い る 人 は ね 、 ド イ ツ 小屋 を 覚 え て く だ さ い 。 実 は 、 さ っ き 坂本先生が ト ー マ ス 邸 の話 し の と

き に そ の小屋組が和小屋風 と 言 っ て い ま し た け ど、 あ れ、 ド イ ツ 小屋 な の です ね 。

そ の 特徴 は ね 、 母屋組 と い う こ と です （ 図34) 。 母屋 を 束 で受 け た り 、 あ る い は斜柱 で 支 え

た り し て い ま す。 斜柱 （ し ゃ ち ゅ う ） と い う の は 当 時 の 言葉です け れ ど も 。 そ れで、 こ こ に 、
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堀内 正昭

垂木な り 合掌な り が乗ってい く 。 で、 この

斜柱と合掌を、 控え梁（ひかえば り ） と当

時呼んでいましたけれども、 これは合せ梁

であ り まして、 両方から挟むようなかたち

で固 定する。 ボルト締めで 固 定します。 こ

の控え梁の上の水平部材を帯梁（おびば り ）

と呼び、 両合掌を全体にAの字になるよう

に挟み込んでボ ルト締めする。 こういう特

徴を持っていれば、 ド イ ツ小屋ということ

にな り ます。

ド イ ツ小屋っていってド イ ツで流布して

いたかというと、 これは、 ド イ ツというよ

り も ヨ ー ロッパの中での在来構法の一つで

す。 だから、 ド イ ツで典型的というわけで

はあ り ません。 結果的には、 結構多 く の建

物の屋根がこの構法でつ く られていました

ので、 まあ、 日本ではこれをド イ ツ小屋と

か言って他と区別していました。

これは、 研究室で作ったド イ ツ小屋の模

型です（図35)。 中央に真束があ り 、 斜め

に方杖があって、 一見トラ スに似ています

けれどね、 実は、 大事なのは、 母屋を束で

き っち り 支えてその上に垂木な り 合掌な り

が乗るっていうことです。 で、 次の模型が

普通のキン グポストトラ スです（図36)。

陸梁に合掌が乗 り 、三角 形状になっている。

その上に母屋が乗っている。 ド イ ツ小屋と

は逆なのですね。 で、 調べてい く と、 日本

図34 ド イ ツ 小屋 （滝大吉 ： 建築学講義録 巻の 2 ,
建築書院 1896)

図35 ド イ ツ 小屋の模型 （昭和 女子大学堀 内 正 昭
研究室所蔵）

図36 キ ン グ ポ ス トト ラ ス （昭和 女子大学堀 内 正
昭研究室所蔵）

に来たド イ ツ人や、 ド イ ツで勉強して き た日本人にこの形式がやっぱ り 多い のですね。

だから、 そういう意味では、 今までの洋小屋であるキン グポストトラ ス、 ク ィ ーンポスト、

それから シ ザーストラ スとかいうものあ り ますけれども、 それらにド イ ツ小屋というものを ひ

とつ付け加えてですね、 我 々 は、 もう一 度母屋組をみる必要があると思います。 このド イ ツ小

屋も、 エンデ ＆ ベックマンの作品から始まるわけですから、 用語や技法の中でも影響を与えて

いるということにな り ます。
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日 本 に影響 を 与 え た ド イ ツ 人建築家た ち

ド イ ツ小屋の事例

これは、 法務省旧 本館の小屋 組 で （図37) 、

先程申し上げたゼ ー ル の署名 がある図 面 の部分

です。 やはり同 じ ようにドイツ 小屋の手法で、

この大きな小屋組 を造 っています。 繰り返しま

すが、 母屋 を斜柱 で支える。 そ れで、 主要なと

ころを合せ梁 で挟 んでいくという構法です。 次

の建物 は、 これは 5 、

いましたけれども 、

館になりました

6 年前に解 体されてしま

日本酸素 の工場、 後に記念

（図38) 。 そ の設計者 のことが

分からなかったのですけれども、 一説ではも し

かしたら妻木頼黄 かも しれないといわれており

ました。

私は、 この建物 が解 体される事を聞きつけま

して、 ほ とんど一 人で実測 しました。

立 っています。

日 本酸素

にしてみ れば、 長 らく記念館として保存してい

て残念だったでしょうが、 実は、 経済的理 由 で

取 り壊 されました。 今 はここにマンシ ョ ンが

この建物 は面 白 いですね、 煉瓦

と木で出来ています。 これは、 ハ ー フ テ ィ ンバ ー

の貴重 な例 にも なります。 そ れから室内にはド

イツ 小屋が使われています。

これは幸 い最近復原改修 されました青木周 蔵

邸 です （図39) 。 ドイツ派 の有力 な政治家でし

たけれども 、 彼が那須に構えた別 邸 です。 で、

ここの小屋組 ですが、 これも ドイツ小屋 なので

すね （図40) 。 設計者 は、 ベ ッ クマンが 来日し

たときにずっと付き添 っていた松 ヶ 崎萬 長 で

す。 まあ、 彼も ドイツ派というも のを日 本に結

局残 していくことになりますけれども 、 これ小

屋組を見 ると確 かにそういう伝統 をきちんと受

け継 いでいるなと思います。

でね、 この小屋組は どうも 通常 は見 せてくれ

図37 法務省 旧 本館 の 中 央棟小屋組 （神戸市
役所所蔵）

図38 日 本酸素記念館 （竣工1911) （筆者撮影）

- 1 07 -



堀内 正昭
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図39 松 ヶ 崎萬長 ： 旧青木周 蔵那須別邸 （1887 ~88) （蛤者撮影）

図40 I日 青木周 蔵 那 須別 邸 中 央棟小屋組 （筆者 図41 改修工事中 の ク ラ ー ク 記念館 (1892~93)
撮影） （筆者撮影）

ないらしいのです。 この別 邸 の復原 工事は岡 田義治先生 がやられましたので、 事 前に岡 田先生

に連絡するか、 そ のときにね、 岡 田先生の名 前を出すとよ いかもしれません。 そ れから次の建

物 は、 京都 で現在 復原中の同志社クラー ク 記念館です。 これはゼ ー ル が遺 した今や重要文化財

です。 私はデザ イ ンよ りも、 小屋組に関心 がありまして、 工 事中の小屋にはいろいろ鉄骨 も入っ

ていますが、 基本的には母屋の位置 とそ れを受 ける束 がどうであるのか、 そ れから合 せ梁 がど

うなのかと見 ていくと、 これもドイ ツ小屋ということになります （図41) 。
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日 本 に 影押 を 与 え た ド イ ツ 人建築家 た ち

国会議事堂

さて、 最近興味をもっ ているのが国会議事堂で 、 調べ直 しています。 最初はケ ー ラー が設計

し、 彼が病弱 だったので 、 その後ア ドル フ ・ シ ュ テ ーク ミ ュ ラー という所員 が代理で やっ てき

ます。 そして、 国会仮議事堂として明治23年 (1890)に第1 回帝国議会に間に合せるべく、 突

貫工事で竣工しました。 しかし、 2ヶ 月 で焼 けてしまいまして、 外観写真 はこれ1 枚きりなの

です （図42)。 議事堂内の写真 は1 、 2枚遺 っ ていますけれど 、 よく分かっていない建物 の一

つです。

私はこれを随分昔 に見た時に、 変 なプ ロポ ー シ ョ ン持っているなあと思っ たので すね。 つま

りここ には議事堂らしい、 塔やドー ム がないので す。 同 じ事務所の人が、 木造 とはいえで すね、

やっ ぱりこういうへ んてこな設計したのには、 何 か訳があるのかなあとしばらく考えていたの

で すね。

実 はこれ平 成16年 ( 2004)、 2年前で すけれど も、 朝 日 新 聞で幻 の設計図 があっ たと、 大変

大 きな見 出しで掲 載 していただいたので すが （図43)、 神田 のある古書店 がこの図 面 を見つけ

てきたのですね。 あんまりね、 古 書店 っ てどこから出てきたと言わないみ たいで すね。 それは、

何 か出した 人のプ ライバ シ ー があるらしくて。 この図面 が出てきたとき、 鑑定 してくれといわ

れました。

鑑定といわれましても、 建築の図面 に偽物 なんてないので すが、 この図面 はい つの時代 のど

図42 初代国会仮議事堂 (1888~90) （ 日 本建築学会図書館所蔵）
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図43 仮議事堂平 面 図 発見 の ニ ュ ー ス （朝 日 新 聞 夕 刊2004年 6 月 12 日 付）

の 段 階 の 図 面 な の か 、 と い う こ と で す ね 。 そ れ を 一 週 間 か け て ち ょ っ と 考 え ま し た 。 結 果 的 に

は 、 こ れ に 基づい て 着工 さ れ た と 。 そ の 理 由 は 省 き ま す け れ ど。 私 の 方 で鑑定 し ま し た 。 こ こ

に は き ち ん と 寸法 も 入 っ て い ま し て 、 こ の 寸法入 り の 図 面 は こ れ が初 め て で す 。 い ま ま で は 、

図面 の 下 の 方 に ち ょ っ と 縮尺 が載 っ て い た だ け で 、 ま あ 不完全 な 図 面 だ っ た の です ね 。 こ れ は

木造 で 、 だ い た い 間 口 100 メ ー ト ル ぐ ら い で す 。 ケ ー ラ ー の 原 案 で は 180 メ ー ト ル く ら い で す ね 。

も ち ろ ん そ の と き は 煉瓦 造 だ っ た け れ ど も 。 し か し 、 木造 に な っ て も 同 じ な の で す ね 。 雰 囲 気

と い い ま す か、 間 取 り が。 だ か ら 一 見外観が違 っ て も 、 間取 り は し っ か り と シ ュ テ ー ク ミ ュ ラ ー

が引 き 継 い で や っ て い ま す 。 建物 の 中 央 に 八角 形状 の ホ ー ル 、 そ れか ら い ろ ん な 部屋 の 並べ方

も 全部 同 じ で す 。 両菰 の こ の あ た り の 凹 凸 も よ く 真似 て い ま す ね 。

議会配置 に つ い て は 、 原 案 （ 図44) を 見 る と ち ょ っ と 小 さ い で す け れ ど も 扇 形 に 座席 が あ っ
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図44 国 会議事堂 原 案 1 階平 面 図 (Technische Universitii.t Berlin, Universitii.tsbibliothek, Plansam­
mlung) 

て、 これは今でも一緒 ですね。 それから速記者席 があって、 演説者の席 があって、 議長席 があっ

て、 これは今でも一緒 ですけ れども、 実はこのような座席配置は、 ドイツからの影響と言うこ

とで、 これも今年の夏にいろいろ調べてみ ました。

今のベ ルリ ンの国会 議事堂 は1894年に竣工 していますから、 ドイ ツ人もあの建物 が建つまで

は仮議事堂で議会を開 いていました。 その時 の間 取 りがこの図 です （ 図4 5)。 扇 形 の座席 、 速

記者席 、 両側 の階段 、 ここに演台 があり、 続 いて議長席 、 そして大 臣席 などが並 んでいます。

これがそのまま日本にも採用 され、 未 だに継承 されていますから、 エンデ＆ ベッ ク マンは国会

議事堂 に一つのプ ロトタイプ を植えつけて、 そのまんま影響を与え続 けているということにな

ります。

次の図面 が1 階 （ 図46)、 そして 2階 （図47）。 当初ここには八角 形の塔が建つ予定だったの

ですね。 この議事堂 に関 する記事が東京朝 日新 聞の明治22年 (1889)1 月 3 日 付で掲載 されて

いました。 それはちょうど着工 されてから半年くらいに出た新 聞です。 ここに掲載 された図面

は、 発見 されたものの略図で 、 同 じです。 こういう姿でもってとにかくエンデ＆ ベッ ク マン建

築事務所 では仮議事堂の案 を立 てていたということが分かりました。 で すからここはしっかり

と塔があったのですね （図48)。

結果的 には国会の開設に間 に合わせるという時 間 の制約 があったのでしょう、 ここの塔まで

手 が回らなかったことが一 つ、 それから財 政的な問題 があったからかもしれません。 また、 当
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図45 ド イ ツ 国 会 仮議事堂 ( 1871 )
1999) 

の 議 会 配 置 （Cullen, M.S., Der Reichstag, be.bra verlag, Berlin, 
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図46 初 代 国 会仮議事堂案 1 階平面 図 （昭和女子大学 図書館所蔵）
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図47

日 本に影響を与えた ドイ ツ 人建築家たち

...:.: I . ,  r ..  9 午‘
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初代国会仮議事堂案 2 階平面図 （昭和女子大学図書館所蔵）

日 全 院 議 観 會 疇 國 習

._. , II —骨 ・

図48 初代国会仮議事堂案の外観 （昭和女子大学堀 内正昭研究室所蔵）

初平屋であ っ たとこ ろ が、 2 階建 てにな っ て いたりします。 従 っ て 、 結局工事中に設計変更し

な がら仕上 げられたことになります。 結構大変な プ ロ セ ス を経て いたことになります。 こ こ の

八角 形の ホ ー ル の前に棟が増築 され、今更ここを強調する 必要がなくな っ てしまっ たのですね。

こ の 仮議事堂 の 図 面で流布し て い る のが、 日 本建築学会 の 『建築雑誌』 に掲載 された平面 図

です。 そ の 図面には、 後 の増築部分を含んでい な い ことがわかりました。 こ ち らの 図 面 は、 憲

政記念館に遺 されて い る もので（図49)、 そ の 裏側に明 治23年 (1890) 7 月 の 総選挙で最初に

当 選した議員 達の 名前が載 っ て います。 確実にこ ち ら の 図面 の 方が後になりますから、 ほ ぼこ

の 通りに建てられたと思 い ます。 これが今の 国会議事堂で、 全体計画 の 細 部 は もち ろ ん 違うで

し ょ うけれど、 大まかなとこ ろ は 全く同 じです。
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図49 初代国会仮譲事堂 1 階平面図 （衆議院憲政記念館所蔵）

仮議事堂の復原模型

今年、 私 どもの研究室 で国 会 議事堂 の議場を復原す るということをやりました。 5 0分の1 で

けっこう大 きいです よ （図 5 0）。 これは貴族院側 の方 だ けです けれども、 横 幅 で60セ ンチ くら

いになりました。 外壁 はドイッ 下 見 。 それからよく分かっていない小屋組については、 ドイツ

側 で作 った のだ ろうということを念頭 におきまして、 いろいろ遺 されている写真の一部とか錦

絵などの絵画 資料を見 ながら、 推定して復原 しました。

小屋組 に はタイ ・ バ ー （鉄の棒） が水平 に入っていまして、 木造と鉄との混合の構造 体なの

です。 面 白 い構法ですね。 そうしたことも分かってきました。 実はこの仮議事堂の 「仮」 とい

う文字に意味がありまして、 結局 十年くらいもたせるつもりで建てているのですね。 その間に

本格 的 な建築 を建てればいいという考え方 です。 こういった木造 にタイ ・ バ ー を挟 んだ ような

建築 。 こういうのは駅舎なんかによく見 られそうです けれども、 実はドイツでは祝典 会場のよ

うに一 時期 のみ使用 す る仮設建築 に、 1880年代～1890年代 によくこの構法を使 っていました。

しかし、 規模が大 きいです から、 そこに鉄の構法を補強として入れる、 まさに仮設ですね。 仮

議事堂 の工事を実際 に担 当したのはシ ュ テ ーク ミ ュ ラー で、 同 時代 にあったドイツの構法をそ

のまま持ち 込 んできたのだ ということが最近分かってきました。

この模型 は本当に一 生懸命に作りましてね、 今年ほ とんど夏休み なかったのです けど。 なか

なかいいでしょ （図 51）。 しばらく研究室 に置 きます ので、 昭和女子大 学にいらっしゃった時
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図50 初代国会仮議事堂復元模型 (50分の 1 ) 製作 ： 堀 内研究室 （ 昭和女子大学堀 内正昭研究室所蔵）

図51 初代国会仮議事堂復元模型 （貴族院議場） （ 昭和女子大学堀 内 正昭研究室所蔵）
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にはぜ ひ お 訪ねください。 それから古書店が見いだ した 図面ですね、 あれは本学で買 い取りま

したので、 図書館にあります。 こちらも一 度見て ください 。 この模型はどこかに行き場所 な い

ですかね。 あの一応考 え て いるのが憲政記念館、江戸東京博物館。 これどうで しょう。 コ ー ナ ー

をいただければ寄贈致 しますので、 ちょっとお 考 え 下さい。

（会場から質問 ： 規模はどれくらいですか。 ）

50分の 1 です。 これで間口は60センチ以上あります。 高さも同 じくらいありますかね。 江戸

東京博物館に展示 し て いる鹿鳴館、 あれより大きいで しょうか。

本 日は、 ドイ ツの影響ということについ て、 歴史主義の様式、 それから煉瓦造の製造や小 口

積み、 防火床な どの構法、 そ し て ドイ ツ 小屋、 さらに建物のプロトタイ プと し ての影響。 こう

いうのを紹介させていただきま した。

ド イ ツ ヘ の 日 本の影響

ちょっと後 5 分くらい いただい てですね、 実はこのテ ーマをいただいた時にね、 一つ欠け て

いるものがあると思いま した。 つまり 4 つ目のテ ーマが必要 なのですよね。 どういうテ ーマか

とい いますと、 ドイ ツ に与 え た 日本建築の影響ということなのです。 あと、 少々時間いただ い

て ちょっと紹介 し ておきます。

これは国会議事堂の第 2 案で（図52) 、 和洋折衷の奇妙 な 案が作られま した。 これもエンデ

＆ ベックマン建築事務所のケ ー ラ ー がベルリンで仕上 げて います。 実際奇妙なので人気 な かっ

たのですけども。 ここには、 天守 閣を始めとする 日本建築のモ ニ ュ メ ンタルな 表現ですね、 千

鳥破風や幾層も重 なるよう な屋根ですね、 そういうのが応用されて います。 な お、 これは名古

屋城で（図53) 、 ベッ グマンが滞在中に収集 した記念写真です。

図52 国会議事堂の和洋折衷案 (Deutsche Bauzeitung, 1891) 
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それから、 ベ ッ ク マンと関係ある ベ ル リ ン 動物 園で1898年に入場 門 ・ 管理棟のコン ペが行わ

れました。 これが ツ ァ ー ル ＆ フ ァ ー ルによる ー等案です（図54） 。 これを見る と ジ ャ ポ ニ スム

図53 名古屋城 (Bockmann, W., Reise nach Japan, 1886 （東京大学藤森照信研究室所蔵） ）

図54 ベ ル リ ン 動 物 園 入 場 門 ・ 管 理棟 競 技 設 計 1 等 ツ ァ ー ル ＆ フ ァ ー ル 案 ( 1898)(Berliner 
Architekturwelt. 1899) 
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の一環だ ろ うと思っち ゃ うのですね。 でもそう じ ゃ なくて、 なぜそう じ ゃ ないかと言うと、 こ

の応募案全部見ましたけれど、 日本風なのは 1 件しかなかったのですね。 それ以外は ド イ ツ ・

ルネサンスのリバイ バ ルだとか、 歴史主義様式で作っていました。 今 こ の入場 門は象門 (1899

年竣工、 1984~85年に再建） と呼ばれていますけれど、 唐門風のデザ イ ンですね。 横に建つ建

物も禅宗の火頭窓の よ うなものがあったり、 軒下に木組があったり、 屋根に反りがあります。

当 時 日本風、 まあ中国風という こ ともありますが、 そう思われていたものです。

こ れはエンデ ＆ベ ッ クマンが1870年代に設計したアンテ イ ロ ー プ舎です（図55)。 ち ょっと

難しい動物の種ですけれども、 要は レ イ ヨ ウの よ うな種の動物舎で、 当 時北アフリカ辺りから

連れてきたためか、 イ ス ラ ム の様式を使っています。 歴史主義の一環です。 動物の種から連想

される建築様式を採用するという態度があったわけです。 また、 1897年に こ の入場門の近くに

カ イ ザ ー ＆ グロスハ イ ム に よ って禽舎が建てられます（図56)。 こ こ に写っているのは丹頂な

のですね。 丹頂は、 学名で グルス ・ ヤ ポネン シスというくらい、 日本の象徴なのですね。 実は

こ れ上野動物園の人にも見てもらって、 丹頂鶴とのお墨付きをもらっています。 その禽舎に和

風が採用されている。

実はもっと面 白い こ とがあって、 こ の禽舎の中に仏像があるのですね。 こ の仏像はベ ッ クマ

ンが 日本で購入したもので、 こ こ に寄贈してあるのです。 そうしますと こ の一郭は、 「 日本」

という雰囲気が醸し出されていて、 その一年後にさっきの入場門のコンペがありました。 そう

図55 ベルリン動物園 アンテ イ ロ ー プ舎 （1871~72) （筆者撮影）
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図56 ベ ル リ ン 動物園の禽舎 (1896~97 ) （左下 に丹頂鶴が見 え る ） （Deutsche Bauzeitung, 1902) 

しますと当 然、 H 本を意識するというか、 ベッ ク マンはその時動物 園 の会長をやっていました。

それから、 コ ンペ の審査員 もやっていましたので、 数が少なくてもその案 が即採用 になってし

まうのですね。 それが今も遺 っている。

エンデとベッ ク マンというのは日本にも影響を与えたけれども、 日本からも影響を受けて、

ごく一部ですけれどもね、 その影響をベ ルリ ンの一郭 に遺 し続 けています。 そういうことで、

これは私の課題外のことですけれども、 これで終わ らせていただきます。 ご静聴 ありがとうご

ざいました。

司会 ： 堀内先生ありがとうございました。 全体テ ー マを補 っていただ いたお話 もいただき、 本

当 にありがとうございました。 質問の時間を少しいただいているのですけれども、 どな

たか質問おありでしたらお受け致 したいと思いますが、 いかがでしょうか。 貴重 な裏情

報も授 けていただきました。

模型 はぜひ非常 に嬉 しいオ フ ァ ー をいただきましたので、 ぜひ検討 させていただきます。

堀 内 ： お願 い致します。

司 会 ： 宜 しくお願 いします。 ご質問宜 しいでしょうか。 では、 これで第 2回目 のご講演 を終了

させていただきます。 堀内先生どうもありがとうございました。

- 119 -




